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of Sports Economistsが 設 立 さ れ、2007年 に
は北米でNorth American Association of Sports 
Economists が、2010 年には欧州でEuropean 






















　スポーツ経済学の専門雑誌は Journal of 
Sports Economics が2000 年に刊行され、2006 










































































































































































































































































資源配分 (x1、x2) (y1、y2) があるとする。２
つの資源配分が次の二つの条件を満たすと
き、パレート優位という。これは、すべての










































































































































































































































































































































































































2 ルール それぞれの国内リーグ独自のルール 国際統括組織による国際的ルールにより実施
3 代表チーム 各チームが選手を提供しない 国内協会が代表選手を選ぶ
4 リーグ間の競争 ライバルリーグの創設は潜在的に可能 ライバルリーグの創設はできない
5 ヒエラルキー　階層 クローズドリーグ プレミアリーグと下位ディビジョン
6 低い階層 クローズドのマイナーリーグあるいは大学間リーグ プロとアマ混成の下位ディビジョン
7 国際的コンテスト 国際的なリーグはない 国内王者間での試合形式　例：チャンピオンズリーグ
8 主要リーグ クローズドのカルテル 競争と昇降
9 リーグへの入会 高いフランチャイズ拡張料金 リーグ入会は無料　入れ替え戦でディビジョンに参加
10 メンバーシップ チーム数固定 下位ディビジョンから新しいチームの自由参入
11 チームの配置 排他的テリトリー チームが決める
12 チームの再配置　移転 経済的理由で許可される 移転しないのが通例
13 TV放送権 リーグによって国内の放送局にプーリング販売 国内放送局にプーリングあるいは個別販売
14 マーチャンダイス　スポンサー 一部の販促アイテムのプーリング販売 個別クラブの販促とスポンサー
15 クラブ リーグのフランチャイズされた主体が経営 独立した会社が経営
16 資本市場へのアクセス 株式市場での資金調達に制限 株式市場での資金調達制限なし
17 チームの移動　リーグ内 水平的 垂直的
18 チーム間の競争 高いファンロイヤリティ 変化しうるファンロイヤリティ
19 チームの目的 利益 勝利
20 ガバナンス チームオーナーがリーグコミッショナーを任命 クラブマネージャーがファンの圧力に反応
21 労働市場 主に国内 1996年以来国際的な労働市場
22 選手の移動 低い 高い
23 リクルート ドラフト　需要独占権獲得 ドラフトなし　クラブの競争による




26 罷業　ストライキ タフ まれ
27 収入再分配 リーグ内チームで再分配 トップディビジョンと下位ディビジョンで再分配
28 TV収入のシェア yes ローカルTVを除く 国内リーグのTV収入
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